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表紙の写真：�広大な法面を複数人で点検することにより破堤など被災
につながる変状を見逃さないようにしています。
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平成30年7月31日付けで20年4 ヶ月ぶりに河川環
境課勤務となりました。昔は河川環境と都市河川事業
を行う河川環境課でしたが、現在は、河川の維持管
理、ダムの維持管理、水防及び河川環境の4分野を所
管する課となっております。平成30年の7月豪雨災害
の対応に追われながら頻発する災害や地震の対応に追
われた着任後を振り返ります。
ダム管理では、平成30年7月豪雨がこれまでに経験
のない異常な豪雨によりダム下流で甚大な被害が発生
したことを踏まえ『異常豪雨の頻発化に備えたダムの
洪水調節機能に関する検討会』が設置され、①より効
果的なダム操作や有効活用、②より有効な情報提供や
住民周知をテーマに様々な角度から検討され提言とし
てまとめられました。提言を踏まえた施策について対
応する内容を“直ちに対応すべきこと”、“速やかに着
手して対応すべきこと”、“研究・技術開発等を進めつ
つ対応すべきこと”に分け、本年の出水期に備えてい
ます。また、ダムの所在する水源地域は一般的には少
子高齢化や人口流出に悩んでいますが、なかにはダム
を活用した賑わいの創出など経済の好循環に向けた取
り組みを進める市町村も見受けられ、新たに『ダム水
源地域活性化会議』を設置し、先進事例を共有しダム
を地域活性化の核として積極的に活用する取り組みを
始めました。
河川管理では、従来は水位計のある地点での水位と
堤防高さからリスクの評価をしていましたが、流出モ
デルと河道モデルを連動させ水位を同化させること
で、200m間隔で水位のリスク評価を行う水害リスク
ラインを全国10水系に先行導入し関係自治体や一般
住民に対してサービスを開始するとともに、危機管理
型水位計やカメラなどを活用し一層のリスクの見える
化を進めて参ります。また、陸上と水中の地形情報を
同時に取得するレーザーを搭載したドローンの開発に
成功し、このような新技術も活用しながら河道や河川
管理施設の維持管理の効率化・高度化を図って参りま
す。昨年の災害を契機に政府はインフラの緊急点検を
行い『防災、減災、国土強靱化のための緊急３カ年対
策』を計上し、河川改修等を実施するとともに繁茂し
た樹木伐採や堆積した土砂掘削に集中的に予算を投資
するほか排水機場等の電源喪失に対応する予備燃料の

確保など治水安全度の維持・向上を図ります。
水防分野でも災害を契機に、高梁川では国管理区
間、県管理区間でそれぞれ存在した大規模減災対策協
議会について、利水ダム管理者などの関係者の参加を
促した上で統合し、災害に対してどのように社会を
守っていくのか新たな取り組みが始まっています。特
に、国交省としても地方公共団体による想定し得る最
大規模の降雨に対応した洪水浸水想定区域図や洪水ハ
ザードマップの作成や水防法に基づく要配慮者利用施
設の避難確保計画作成の促進、住民一人ひとりの防災
行動をあらかじめ定めるマイ・タイムラインの作成な
どの後方支援に取り組んでいます。また、地方公共団
体や河川管理者、水防団、学識者等で構成される水防
活動活性化調査会では、水防団員確保の問題や高齢化
など日本各地で顕在化している課題について議論がな
されており、河川管理と水防活動の連携による地域の
防災力の強化が進められています。
河川環境の分野では、生態系に配慮した自然再生の
取り組みとして『多自然川づくり』を河川管理のサイ
クルを通じて推進して来ましたが、こうした動きは、
沿川の自治体や農業者等との協働の輪である河川を基
軸とした生態系ネットワークの構築として全国に拡が
り始めています。農家の方々には収穫量等の面では必
ずしも望ましいことばかりでは無いのですが、環境に
配慮した農業を行うことでドジョウやカエルが農地で
増えトキやコウノトリなどの飛来を呼び、ブランド米
として通常よりも高値でも消費者に受け入れられてい
るようです。こうした取り組みは河川管理者のみなら
ず流域全体で取り組む必要がありますが、地元の方々
の地道な取り組みが他との差別化を呼び、流域の環境
も良くなり地域のイメージアップや地域への経済的な
効用が出始めているようです。
いろいろなことがあった1年弱でしたが、あらため
て河川の魅力や潜在能力を再認識しています。今後は
４分野を上手に連携させて、災害とうまくつきあいな
がら地域の安全安心を確保し、豊かな河川を次世代に
継承できるような河川管理に取り組みたいと思いま
す。皆様方のご協力、ご支援をよろしくお願いいたし
ます。

国土交通省　水管理・国土保全局　河川環境課長
光成　政和
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RiM
aD

IS

を
使
っ
て
仕
事
の
効
率
Ｕ
Ｐ
！

西
日
本
豪
雨
を
始
め
と
し
て
、
こ
こ
数
年
全

国
各
地
で
記
録
的
な
豪
雨
が
頻
発
し
、
被
害
の

激
甚
化
が
顕
在
化
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
気
象
状
況
等
の
変
化
に
お
い
て
、
社
会
全
体

で
想
定
外
の
外
力
に
対
応
す
る
よ
う
意
識
の
変

革
が
求
め
ら
れ
、
河
川
管
理
者
に
は
防
災
に
関

わ
る
施
設
が
所
定
の
機
能
を
確
実
に
発
揮
す
る

よ
う
、
適
正
な
河
川
維
持
管
理
が
益
々
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
現
在
、
河
川
管
理
の

現
場
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
将
来
的
な
人
員

不
足
、
予
算
縮
減
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。

国
土
交
通
省
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
へ
の

対
策
の
一
環
と
し
て
、RiM

aD
IS

（
＝River 

M
anagem

ent D
ata Intelligent System

（
リ

マ
デ
ィ
ス
））
と
呼
ば
れ
る
河
川
維
持
管
理
を

支
援
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
開
発
検

討
を
進
め
、
平
成
25
年
度
よ
り
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。
運
用
開
始
後
6
年
が
経
過
し
た
現
在

のRiM
aD

IS

は
、
そ
の
特
長
を
生
か
し
た
点
検

等
現
場
情
報
の
効
率
的
な
収
集
と
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
と
し
て
の
着
実
な
蓄
積
が
根
付
き
つ
つ
あ
る

段
階
と
い
え
ま
す
。

河
川
財
団
で
は
、RiM

aD
IS

の
開
発
当
初
か

ら
検
討
等
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

RiM
aD

IS

の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
の

河
川
管
理
の
さ
ら
な
る
高
度
化
・
合
理
化
・
効

率
化
に
向
け
たRiM

aD
IS

の
今
後
の
展
開
を
述

べ
て
い
き
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
現
場
か
ら
情
報
Ｕ
Ｐ
！ 

自
動
で
記
録
、
み
ん
な
で
共
有
！

RiM
aD

IS

は
、「
膨
大
な
河
川
維
持
管
理
情

報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ
る
効
率
的
な
情
報

収
集
・
管
理
」
及
び
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用

し
た
効
果
的
な
分
析
と
新
た
な
知
見
の
獲
得
」

の
2
点
を
主
な
目
的
と
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

RiM
aD

IS

は
、
シ
ス
テ
ム
の
総
称
で
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
を
介
し
て
デ
ー
タ
の
閲
覧
、
整
理
を

行
う
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
」
と
現
場
情
報
を
収

集
す
る
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
の
主
に
2
つ
の
ツ
ー

ル
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
は
、

河
川
巡
視
及
び
各
種
点
検
（
堤
防
点
検
、
構
造

物
点
検
、
河
道
点
検
、
安
全
利
用
点
検
）
に
お

い
て
用
い
る
「
河
川
点
検
巡
視
支
援
シ
ス
テ

ム
」
と
維
持
管
理
対
策
結
果
の
記
録
に
用
い
る

「
維
持
管
理
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
2

つ
の
ア
プ
リ
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
を
記
録
・
蓄
積
す
る
サ
ー
バ
は
、
平

成
31
年
3
月
末
時
点
に
お
い
て
各
地
方
整
備
局

に
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
整
備
局
、
事
務
所
ま

た
は
出
張
所
職
員
は
、
職
員
Ｐ
Ｃ
を
用
い
て
整

備
局
に
配
備
さ
れ
た
サ
ー
バ
に
整
備
局
Ｌ
Ａ
Ｎ

を
介
し
て
ア
ク
セ
ス
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
サ
ー
バ
に
蓄
積
さ
れ
た

デ
ー
タ
の
閲
覧
等
を
行
い
ま
す
。
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平
成
31
年
3
月
末
時
点RiM
aD

IS

は
、
オ
フ

ラ
イ
ン
で
運
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
か
ら
サ
ー
バ
へ
デ
ー
タ
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
あ

る
い
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル

と
し
て
、「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

ツ
ー
ル
」
お
よ
び
河
川
巡
視
員
等
の
委
託
業
者

が
現
場
情
報
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
た
め
の

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
デ
ー
タ
確
認
・
編
集
ツ
ー
ル
」

が
あ
り
ま
す
。

RiM
aD

IS

の
使
用
方
法
に
つ
い
て
、
以
下
に

概
略
を
説
明
し
ま
す
。

河
川
巡
視
、
各
種
点
検
に
お
い
て
は
、
主
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
ア
プ
リ
を
使
用
し
、
現
場
の

情
報
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
運
用
方
法

と
な
り
ま
す
。RiM

aD
IS

で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
活
用
し
、
位
置
情
報
と
各
種

変
状
情
報
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
内
に
具
備
さ
れ
た
地

図
に
格
納
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

さ
ら
に
、
記
録
日
に
つ
い
て
も
自
動
で
記
録
さ

れ
、
そ
の
他
の
項
目
は
プ
ル
ダ
ウ
ン
に
よ
る
選

択
式
も
し
く
は
自
由
記
入
と
な
り
ま
す
。
変
状

記
録
は
、
過
去
記
録
と
紐
づ
け
て
登
録
す
る
こ

と
（
継
続
記
録
）
も
可
能
で
あ
り
、
こ
の
機
能

に
よ
り
変
状
の
経
時
変
化
を
簡
易
に
蓄
積
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
点
もRiM

aD
IS

の

大
き
な
特
徴
で
す
。

河
川
巡
視
、
各
種
点
検
等
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
記
録
さ
れ
た
情
報
を
Ｕ
Ｓ
Ｂ
を
介
し
て
Ｗ
Ｅ

Ｂ
シ
ス
テ
ム
上
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に

よ
り
、
決
め
ら
れ
た
所
定
の
様
式
に
自
動
的
に

整
理
、
保
存
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
は
、
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
さ
れ
た
河
川
巡
視
、
各
種
点
検
等
の
記
録
の

閲
覧
、
編
集
を
パ
ソ
コ
ン
上
で
容
易
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
現
場
写
真
を
含
め

た
記
録
をExcel

形
式
の
帳
票
と
し
て
出
力
し
、

情
報
共
有
の
た
め
の
資
料
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
に
は
河
川
カ
ル
テ

機
能
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
個
別
の
変
状
記

録
に
は
、「
重
要
情
報
」
と
呼
ば
れ
る
項
目
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ

け
で
河
川
カ
ル
テ
上
に
簡
単
に
記
載
で
き
、
カ

ル
テ
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
出
来
き
ま
す
。

河
川
カ
ル
テ
機
能
に
は
、
こ
の
重
要
な
変
状
記

録
の
他
、
被
災
履
歴
、
工
事
履
歴
の
記
録
を
蓄

積
で
き
、
ま
た
、
構
造
物
台
帳
に
基
づ
い
た
施

設
の
記
録
（
施
設
カ
ル
テ
）
の
機
能
も
具
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

RiM
aD

IS

を
使
え
ば
こ
ん
な
に
カ
ン
タ
ン
！

RiM
aD

IS

導
入
に
よ
る
具
体
的
な
効
果
と
し

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
場
合
は
、
現
場
作
業
時
間

の
短
縮
、
位
置
情
報
の
自
動
取
得
や
継
続
記
録

作
業
の
高
度
化
が
挙
げ
ら
れ
す
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
場
合
は
、
大
量
の
点
検
記
録
の

一
元
管
理
と
円
滑
な
情
報
共
有
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
従
来
は
、
野
帳
を
用
い
て
現
場
情
報
を

メ
モ
し
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
写
真

デ
ー
タ
と
と
も
に
、
職
員
Ｐ
Ｃ
か
らExcel

等

を
使
用
し
て
清
書
や
デ
ー
タ
整
理
等
の
作
業
が

必
要
で
し
た
。
そ
れ
に
対
しRiM

aD
IS

導
入
後

は
、
情
報
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
記
録
し
た
後
、
パ

ソ
コ
ン
を
介
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
に

図 1　タブレット巡視点検アプリ地図画面� 図はイメージであり実際の変状の有無とは異なります。
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誰でもどこでも簡単にすぐ使えるRiMaDIS

①�RiMaDISを起動して、ログインして、点検区間等の
情報を入力すると点検位置が画面に表示されます。

②�該当する地点をタップすると下のような表示に
なります。
③�必要事項を記入または、プルダウンから選択し
記録する。必要に応じて写真撮影し登録する。

誰でもどこでも簡単にすぐ使える RiMaDIS 

 

 

 

 

 

 

① RiMaDIS を起動して、ログインして、点検区間等の情報を入力すると点検位置が画面に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 該当する地点をタップすると右のような表示になります。 

 

 

 

③ 必要事項を記入、プルダウンから選択し記録する。必要に応じて写真撮影し同録する。 

 

 

 

どんなに簡単になったの？ 

                       【むかし】            【RiMaDIS】           

②該当する地点をタップ 

自動入力 

✔

健全度評価ランク a～d を選択 

「亀裂」の方向を選択 
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接
続
し
保
存
す
る
だ
け
で
自
動
的
に
体
系
的
整

理
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
幅
な
作
業
の

効
率
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

RiM
aD

IS

導
入
に
よ
る
効
果
は
、
以
上
の

と
お
り
で
す
が
、
平
成
25
年
以
降
の
現
場

で
の
運
用
に
お
け
る
実
態
を
把
握
す
る
た

め
、RiM
aD

IS

利
活
用
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
、

RiM
aD

IS

シ
ス
テ
ム
の
利
用
状
況
、RiM

aD
IS

シ
ス
テ
ム
利
用
前
後
に
お
け
る
河
川
管
理
業
務

の
作
業
時
間
の
変
化
、RiM

aD
IS

シ
ス
テ
ム
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
じ
る
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
等
で
あ
り
、RiM

aD
IS

シ
ス
テ
ム

導
入
前
の
従
前
の
作
業
方
法
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
及

び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
導
入
後
に
よ
る
河
川
管
理

業
務
に
お
け
る
作
業
時
間
の
変
化
を
示
し
た
の

が
図
2
で
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
前
後
の
河
川
管
理
業
務
に

お
け
る
作
業
時
間
の
変
化
（
図
中
⒜
）
に
着
目

す
る
と
、
利
用
者
間
で
効
果
に
大
き
な
バ
ラ
つ

き
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
後
に
河
川
管
理
業
務
の

作
業
時
間
が
〝
増
加
〟
し
た
利
用
者
（
か
な
り

長
く
な
っ
た
、
長
く
な
っ
た
の
合
計
）
は
全
体

の
28
％
、
一
方
、
河
川
管
理
業
務
の
作
業
時
間

が
〝
減
少
〟
し
た
利
用
者
（
か
な
り
短
く
な
っ

た
、
短
く
な
っ
た
の
合
計
）
は
全
体
の
32
％
と

概
ね
同
じ
割
合
で
あ
り
、
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
使

用
し
て
い
る
中
で
、
効
果
に
バ
ラ
つ
き
が
生
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
メ
リ
ッ
ト

（
図
中
⒝
）
に
着
目
す
る
と
、「
現
場
で
の
作
業

が
楽
に
な
っ
た
」「
変
状
の
見
落
と
し
が
減
少

し
た
」
と
い
う
効
果
を
実
感
し
て
い
る
利
用
者

は
2
〜
3
割
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
導
入
前
後
に
お
け
る
河
川

管
理
業
務
の
作
業
時
間
の
変
化
（
図
中
⒞
）
に

着
目
す
る
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
結
果
と
異
な

り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
導
入
後
に
作
業
時
間
が

〝
増
加
〟
し
た
利
用
者
（
か
な
り
長
く
な
っ
た
、

長
く
な
っ
た
の
合
計
）
は
全
体
の
5
％
で
あ

り
、
作
業
時
間
が
〝
減
少
〟
し
た
利
用
者
（
か

な
り
短
く
な
っ
た
、
短
く
な
っ
た
の
合
計
）
は

全
体
の
21
％
と
、
作
業
時
間
が
減
少
し
た
割
合

が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
作

業
時
間
が
〝
減
少
〟
し
た
と
回
答
し
た
利
用
者
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(a)  RiMaDIS タブレット導入前後の
 河川管理業務における作業時間の変化  

 (b) RiMaDIS タブレットのメリット  
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(c)  WEB システム導入前後の河川管理
 業務における作業時間の変化  

 (d) WEB システムのメリット  
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WEB システム

19%
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■ かなり長くなった
■ 長くなった
■ 変わらない

■ 短くなった
■ かなり短くなった

（複数回答）

作業の
負坦が減った

情報の
収集が

早くなった

作業する
人数が
減った

情報の
共有が

簡単になった

図 2　RiMaDIS 利活用実態調査結果

タブレット画面
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の
割
合
は
少
な
く
、
全
体
の
74
％
が
作
業
時
間

は
「
変
わ
ら
な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
（
図
中

⒟
）
に
着
目
す
る
と
、「
情
報
の
共
有
が
簡
単

に
な
っ
た
」「
情
報
の
収
集
が
早
く
な
っ
た
」

が
全
体
の
5
割
に
達
し
て
お
り
、
利
用
者
の
半

分
が
、
作
業
時
間
の
減
少
と
い
う
尺
度
と
は
別

に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ

ム
に
効
果
を
感
じ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

RiM
aD

IS

を
み
ん
な
で
使
お
う
！

前
述
の
「
利
用
者
に
よ
っ
てRiM

aD
IS

タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
後
の
効
果
に
大
き
な
バ
ラ
つ
き
が

生
じ
て
い
る
」
に
つ
い
て
は
、RiM

aD
IS

タ
ブ

レ
ッ
ト
の
操
作
方
法
に
関
す
る
理
解
度
の
差
が

原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
前
向
き
で
、
自

ら
操
作
方
法
を
習
得
し
よ
う
と
す
る
利
用
者
を

除
き
、
従
前
に
比
べ
作
業
が
（
習
熟
す
る
ま

で
）
一
時
的
に
非
効
率
と
な
る
こ
と
を
お
そ
れ
、

現
場
に
お
け
る
利
用
を
敬
遠
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
従
前
か
ら
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
全
国
的
にRiM

aD
IS

が
導
入
さ
れ
て
以
降
、

RiM
aD

IS

の
利
用
機
会
確
保
や
シ
ス
テ
ム
機
能

の
理
解
向
上
を
目
的
に
、
年
1
回
の
操
作
説
明

会
や
操
作
説
明
書
の
配
布
に
取
組
ん
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
結
果
と
し
て
、RiM

aD
IS

タ
ブ

レ
ッ
ト
の
利
用
率
向
上
を
達
成
す
る
に
は
、
こ

の
レ
ベ
ル
の
取
り
組
み
で
は
不
十
分
で
あ
っ
た

こ
と
が
今
回
の
調
査
か
ら
言
え
そ
う
で
す
。

こ
れ
ら
へ
の
対
応
と
し
て
、
さ
ら
な
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
操
作
機
会
の
提
供
に
加
え
、
学
習
支

援
を
強
化
す
る
こ
と
が
課
題
と
い
え
そ
う
で
す
。

そ
れ
に
並
行
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
が
比
較

的
得
意
な
職
員
を
選
抜
し
、
確
実
に
操
作
技
術

を
伝
授
す
る
講
座
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
各

組
織
内
に
お
い
て
操
作
技
術
を
知
ら
せ
る
こ
と

の
出
来
る
人
材
の
強
化
を
行
う
こ
と
も
必
要
と

い
え
ま
す
。

次
に
、「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
作
業

負
担
の
軽
減
に
な
っ
て
い
な
い
」
に
つ
い
て
は
、

収
集
、
蓄
積
し
た
記
録
情
報
の
活
用
方
法
が
不

明
確
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の

機
能
が
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
な
い
こ

と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
は
、
現
場
に
お
け
る
基
礎

的
な
情
報
収
集
の
効
率
化
と
適
切
な
蓄
積
・
管

理
に
重
点
を
置
き
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
た
だ
し
、
収
集
し
た
情
報
を
活
用
し
た
分

析
手
法
が
明
確
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

分
析
に
関
す
る
機
能
は
、
各
種
デ
ー
タ
の
集
計

や
編
集
し
や
す
い
フ
ァ
イ
ル
形
式
へ
の
出
力
機

能
に
と
ど
ま
り
、
情
報
の
利
活
用
方
法
は
利
用

者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

今
後
は
、
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
の
活
用
方
法
を

検
討
し
提
供
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
継
続
的
な
機
能
改
良
・
新
機
能
を

追
加
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
い
え
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
こ
ん
な
に
便
利
に
！

RiM
aD

IS

の
運
用
は
、
平
成
25
年
よ
り

開
始
さ
れ
5
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

RiM
aD

IS

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

耐
用
年
数
が
近
づ
き
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更
新
時

期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
在
、
通
信
機
能
を
具
備
さ
れ
て
い
な
い
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
調
達
が
困
難
な
状
況
で
す
。
加

え
て
、
情
報
共
有
の
さ
ら
な
る
円
滑
化
を
図

る
た
め
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

2 台の RiMaDIS（タブレット）を活用し、効果的に変状の記録をしている事例

RiMaDIS（タブレット）で変状の確認を行っている事例
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化
に
よ
る
運
用
が
順
次
開
始
さ
れ
て
い
ま
す

（RiM
aD

ISver3.0

）。RiM
aD

ISver3.0

に
お
い

て
は
、
現
場
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
に
直
接
ア

ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
円
滑
な
情

報
共
有
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
従
来
職
員
の
み

が
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
っ
た

こ
と
に
対
し
て
、
関
連
業
者
も
ア
ク
セ
ス
が
可

能
と
な
り
ま
す
（
図
3
参
照
）。
た
だ
し
、
関

連
業
者
が
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス
す
る
に
は
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
観
点
か
ら
利
用
者
及
び

利
用
端
末
の
申
請
を
義
務
付
け
て
お
り
、
使
用

す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
に
電
子
証
明
書

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
現
在
、
各
地
方
整
備
局
に
お
い
て
管

理
す
る
サ
ー
バ
を
ク
ラ
ウ
ド
技
術
を
用
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

守
管
理
の
省
力
化
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
実
現
に
よ
る
円

滑
な
情
報
共
有
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
活
用
す

る
た
め
、
出
水
時
な
ど
の
緊
急
時
に
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
、
情
報
の
収
集
や
共
有
を

可
能
と
す
る
「
情
況
把
握
機
能
＝
出
水
時
巡

視
」
の
追
加
に
取
組
ん
で
い
ま
す
（
図
4
参

照
）。
オ
ン
ラ
イ
ン
化
及
び
情
報
把
握
機
能
の

追
加
に
よ
り
、
従
来
に
比
べ
て
情
報
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
性
が
格
段
に
上
昇
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
ま
す
。

RiM
aD

IS

で
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
化
！ 

デ
ィ
ー
プ
デ
ー
タ
化
！　
そ
の
後
の
Ａ
Ｉ
の
活
用
へ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
た
情
報
を
活
用
し
、

高
価
値
な
分
析
手
法
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と

で
そ
の
価
値
は
上
昇
す
る
と
考
え
ま
す
。
将
来

本省 整備局

メインサーバ バックアップサーバ

事務所・出張所 出張所

河川カルテ
集計・分析

各種帳票
構造物台帳

河川巡視日誌
状況写真

データベース化による円滑な情報共有

モバイル通信による屋外からの迅速なアクセス

クラウドへの一元化

点検・巡視等の帳票作成の効率化
現地情報を出張所及び事務所別に集計
状況写真による当該河川の特性把握
河川カルテ等の河川維持管理に関するデータの一元管理
異常発生時のリアルタイムな現場状況の共有

リモート作業による保守管理の効率化
遠隔地へのバックアップによる耐障害性の確保

国土交通省

外部データセンター

委託業者

・全国情報管理
  （閲覧、分析、出力）

・整備局管内情報管理
  （閲覧、分析、出力）
・構造物台帳

・事務所、出張所内情報管理
  （閲覧、分析、出力）
・河川カルテ・構造物台帳

・各種点検
  （結果の記録）
・維持管理対策

・河川巡視
  （日誌の作成）

・河川巡視
  （巡視結果の記録）

インターネット

図 3　RiMaDIS のオンライン化

洪水時の現場

共有

委託業者 出張所 事務所 整備局

共有共有 共有

データセンター
サーバ

データの
一元管理

DB

即時アップロード
現場写真・状況

インターネット

図 4　状況把握機能の概要
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的
に
期
待
で
き
る
こ
と
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
の

蓄
積
が
進
む
に
つ
れ
て
情
報
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

化
、
デ
ィ
ー
プ
デ
ー
タ
化
が
図
ら
れ
、
そ
の
活

用
が
可
能
に
な
る
環
境
が
整
う
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
様
々
な
種
類
、
形
式
の
デ
ー
タ
群
を
収
集

し
分
析
す
る
こ
と
は
、
従
来
分
か
ら
な
か
っ
た

変
状
の
傾
向
な
ど
新
し
い
知
見
の
獲
得
に
繋
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
膨
大

な
デ
ー
タ
の
蓄
積
の
先
に
あ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

化
、
さ
ら
に
デ
ィ
ー
プ
デ
ー
タ
と
し
て
整
理
す

る
こ
と
に
よ
る
情
報
の
「
可
視
化
」「
予
測
」

「
最
適
化
」
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
現
場
情

報
を
継
続
し
て
蓄
積
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
す
。

デ
ー
タ
の
蓄
積
を

活
か
し
た
分
析
評
価

手
法
検
討
の
一
例
を

以
下
に
述
べ
ま
す
。

あ
る
変
状
の
評

価
種
別
（
ｂ
、
ｃ
、

ｄ
）
の
バ
ラ
つ
き
に

つ
い
て
分
析
を
行
い
ま
し
た
。RiM

aD
IS

は
、

現
場
で
情
報
を
記
録
す
る
際
に
、
変
状
の
長

さ
・
距
離
Ｌ

（m）
、
幅
・
開
き
Ｂ

（m）
、
深
さ
・
高

さ
Ｈ

（m）
を
記
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
こ
れ

ら
Ｌ
Ｂ
Ｈ
を
指
標
に
散
布
図
を
作
成
し
、
評
価

種
別
（
ｂ
〜
ｄ
）
毎
に
整
理
し
ま
し
た
（
図
5

参
照
）。
結
果
と
し
て
、
デ
ー
タ
が
バ
ラ
つ
き

Ｌ
Ｂ
Ｈ
に
よ
る
傾
向
が
確
認
さ
れ
な
い
分
析
困

難
な
事
例
が
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
原

因
と
し
て
、
変
状
の
評
価
目
安
に
明
確
な
閾
値

が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
現
場
ご
と
の
判

断
に
よ
り
評
価
が
行
わ
れ
て
お
り
、
結
果
と
し

て
評
価
結
果
と
変
状
の
ス
ケ
ー
ル
と
の
間
に
必

ず
し
も
理
想
の
相
関
が
無
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
加
え
て
、
Ｌ
Ｂ
Ｈ
デ
ー
タ
の
誤
差
等
が

関
係
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
図
5
を

用
い
た
変
状
評
価
の
傾
向
分
析
は
一
例
で
す
が
、

Ｌ
Ｂ
Ｈ
デ
ー
タ
の
他
、
位
置
情
報
な
ど
情
報
を

引
き
続
き
増
や
し
て
い
き
、
多
く
の
デ
ー
タ
か

ら
各
変
状
の
危
険
性
が
高
ま
る
閾
値
を
把
握
す

る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
さ
ら
に
追
求
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
現
状
の
河
川
巡
視
や
堤
防
点
検
に
お

い
て
は
、
目
視
に
よ
る
情
報
を
大
量
に
蓄
積
す

る
運
用
を
実
施
し
て
お
り
、
分
析
に
よ
り
取
得

す
べ
き
情
報
が
明
確
に
な
り
絞
り
込
み
が
行
え

れ
ば
、
作
業
効
率
化
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
と
期
待
で
き
ま
す
。

RiM
aD

IS

に
よ
っ
て
蓄
積
が
進
む
デ
ー
タ
を

活
か
し
つ
つ
、
危
険
事
象
発
生
の
可
能
性
に
お

け
る
評
価
自
体
の
改
良
も
図
り
な
が
ら
、
今
ま

で
は
で
き
な
か
っ
た
レ
ベ
ル
の
危
険
度
判
定
が

行
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、RiM

aD
IS

の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

シ
ス
テ
ム
の
利
用
価
値
が
高
ま
っ
て
い
く
と
期

待
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
将
来
的
に
は

Ａ
Ｉ
の
巧
み
な
活
用
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が

あ
る
と
と
も
に
、
現
状
の
作
業
内
容
を
前
提
と

し
た
作
業
時
間
の
効
率
化
と
並
行
し
て
、
新
た

な
知
見
の
獲
得
に
繋
が
る
高
価
値
の
分
析
手
法

を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

図 5　RiMaDIS データを用いた変状評価の傾向分析例

変状の写真に加えて現状（幅・開き・深さ）を記録することが重要です

変状の長さ（m）

変
状
の
幅（
m
）
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昨
年
11
月
よ
り
河
川
総
合
研
究
所
の
所

長
を
務
め
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
私
は
、
建
設
省
（
当
時
）
の

土
木
研
究
所
や
国
土
交
通
省
の
国
土
技
術

政
策
総
合
研
究
所
を
ベ
ー
ス
に
、
洪
水
流
、

水
系
で
の
土
砂
の
動
態
と
河
道
変
化
、
洪

水
防
御
や
減
災
の
た
め
の
、
あ
る
い
は
河

道
の
動
き
を
好
ま
し
い
状
態
に
す
る
た
め

の
土
砂
管
理
や
河
道
・
構
造
物
設
計
の
研

究
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
技
術
の
進
展

を
河
川
の
技
術
基
準
と
し
て
体
系
化
し
、

技
術
政
策
の
実
践
や
川
づ
く
り
に
生
か
す

こ
と
も
大
切
な
仕
事
で
し
た
。
現
場
か
ら

技
術
課
題
を
聞
き
、
そ
の
解
決
策
を
一
緒

に
考
え
る
こ
と
も
多
く
、
そ
れ
は
、
提
供

し
た
技
術
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
研
究
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
貴
重
な
機
会
で
し

た
。
気
候
変
動
適
応
策
を
包
含
す
る
新
し

い
治
水
フ
レ
ー
ム
な
ど
次
代
の
技
術
政
策

に
向
け
て
の
土
台
づ
く
り
の
提
案
は
、
こ

こ
10
年
ほ
ど
の
重
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
し

た
。
河
川
部
会
（
土
木
学
会
水
工
学
委
員

会
）
や
応
用
生
態
工
学
会
、
河
川
生
態
学

術
研
究
会
で
の
活
動
を
通
じ
て
、
産
官
学

の
連
携
を
実
質
化
す
る
こ
と
や
学
際
研
究

の
活
性
化
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
私
は
、
研
究
を
進
め
る

根
本
に
お
い
て
以
下
が
大
事
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

1
．‌‌

本
質
的
な
問
い
、
良
い
問
い
に
向
き

合
う
。

2
．   

実
物
・
実
現
象
を
、
予
断
を
持
た
ず

に
細
部
ま
で
丁
寧
に
見
る
。

3
．   

胸
の
つ
か
え
が
下
り
る
ま
で
考
え
抜

く
。

4
．   

見
る
角
度
を
変
え
る
。
今
の
土
俵
を

大
胆
に
広
げ
て
、
元
の
土
俵
を
眺
め

る
。

5
．   

仕
組
み
全
体
を
素
描
す
る
。
そ
の
際

に
、
分
野
を
越
境
す
る
こ
と
を
畏
れ

な
い
。

ど
う
も
物
事
に
は
、
そ
れ
を
詰
め
な
い

と
全
体
が
進
ま
な
く
な
る
本
質
的
な
問
い
、

い
わ
ば
急
所
が
あ
る
よ
う
で
す
。
決
し
て

他
所
か
ら
の
あ
て
が
い
に
よ
ら
ず
、
自
分

で
そ
れ
を
掴
む
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
事

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
1
で
す
。
2
が
で

き
な
い
と
、
目
が
曇
り
ま
す
。
そ
れ
で
は

本
質
に
は
た
ど
り
着
け
ま
せ
ん
。
い
つ
も

素
直
な
目
と
心
で
観
察
し
、
気
づ
き
を
得

る
こ
と
は
と
て
も
大
事
で
す
。
3
は
「
わ

か
る
」
と
は
何
か
？
に
関
わ
る
も
の
で
す
。

不
思
議
な
も
の
で
、
わ
か
っ
た
と
自
分
を

ご
ま
か
し
て
い
る
時
と
本
当
に
わ
か
っ
た

時
と
で
は
、
納
得
感
が
全
然
違
い
ま
す
。

〝
理
解
し
た
体
（
て
い
）〟
に
逃
げ
込
ま
ず
、

研究する上で大事と思うこと
－就任のご挨拶に代えて－
河川総合研究所 所長　藤田  光一
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わ
か
り
た
い
と
渇
望
し
、
わ
か
る
は
ず
と

信
じ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
大
事
で
す
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

は
っ
き
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
わ
か
る
こ

と
と
同
じ
か
、
そ
れ
以
上
に
価
値
が
あ
り

ま
す
。

壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
ら
、
ひ
た
す
ら
前

進
し
て
穿
ち
続
け
る
の
も
立
派
な
選
択
で

す
が
、
時
に
は
違
う
方
角
か
ら
壁
を
眺
め
、

悩
ん
で
い
る
場
所
か
ら
あ
え
て
離
れ
、
そ

の
場
を
〝
上
空
か
ら
見
る
〟
心
境
に
な
っ

て
み
る
と
、
混
沌
の
場
に
道
が
す
う
っ
と

浮
か
ん
で
来
た
り
し
ま
す
。
と
い
う
わ
け

で
4
は
結
構
実
用
的
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
5
は
最
近
と
み
に
重
要
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
問
わ
れ
て

い
る
課
題
が
複
雑
で
総
合
的
な
も
の
に

な
っ
て
き
て
い
る
一
方
、
目
の
前
の
こ
と

だ
け
を
見
て
検
討
す
る
状
況
が
増
え
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
か
ら
で
す
。
コ
ツ

は
、
細
部
の
完
全
さ
に
こ
だ
わ
ら
ず
粗
く

て
も
描
い
て
し
ま
う

4

4

4

4

4

4

こ
と
、
そ
の
ち
ょ
っ

と
し
た
勇
気
を
持
つ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

全
体
を
デ
ッ
サ
ン
し
て
み
る
と
、
本
当
に

見
通
し
が
き
く
気
に
な
る
か
ら
不
思
議
で

す
。今

は
、
急
激
な
状
況
変
化
の
中
で
、
ま

た
様
々
な
技
術
が
猛
烈
に
進
展
す
る
中

で
、
自
前
主
義
の
限
界
が
言
わ
れ
、
連
携

や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
そ
う
で

あ
る
か
ら
こ
そ
な
お
さ
ら
、
一
人
一
人
が

し
っ
か
り
し
た
考
え
を
持
つ
こ
と
が
大
切

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
各
自
の
得

意
な
と
こ
ろ
を
生
か
せ
ば
よ
く
、
し
た

が
っ
て
重
点
の
置
き
所
は
異
な
っ
て
よ
い

の
で
す
が
、
た
と
え
ば
右
の
5
つ
を
体
現

す
る
よ
う
な
深
掘
り
が
そ
れ
ぞ
れ
に

4

4

4

4

4

で
き

て
い
て
こ
そ
、
様
々
な
交
わ
り
が
闊
達
に

な
さ
れ
る
こ
と
で
飛
躍
が
生
ま
れ
る
よ
う

に
思
う
の
で
す
。

今
の
世
の
中
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

は
〝
ノ
ウ
ハ
ウ
〟
と
い
う
次
元
を
超
え
た

と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
　
研
究
実
施
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

物
事
を
し
っ
か
り
見
据
え
る
と
い
う
、
研

究
で
必
要
と
な
る
特
質
を
生
か
す
こ
と
自

体
に
従
来
以
上
に
役
割
が
出
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
観
点
も
含

め
、
私
と
し
て
は
、
河
川
財
団
の
使
命
を

よ
り
良
く
果
た
す
こ
と
に
貢
献
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
そ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和元年度河川塾―次を考える基盤としての河川工学を学ぶ―での
身振り手振りでの説明の様子



河川財団研究発表会

河川研究セミナー開催のお知らせ
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お知らせ

第17回 河川財団 研究発表会を令和元年7月5日（金）に東京都千代田区の「一橋大学一橋講堂 中会議
室」で開催いたしました。当財団の最近の研究成果を当財団職員5名が発表を行いました。また、国立研究
開発法人 海洋研究開発機構 付加価値情報創生部門 部門長  堀 宗朗 氏を特別講師としてお招きしてご講演を
いただきました。

また今後、下記の日程で、近畿事務所、名古屋事務所主催による研究発表会を次のような日程で開催します。
お近くの方はぜひご参加ください。

❖名古屋事務所❖

11月21日（木）　13:00 〜 17:30（予定）
第14回公益財団法人河川財団名古屋研究発表会
－河川財団研究発表並びに河川基金助成事業成果発表－
会場：ウインクあいち

❖近畿事務所❖

11月27日（水）　10：00〜 17：00（予定）
河川財団研究発表会
－河川基金助成事業成果発表及び河川財団受託成果発表－
会場：OMMビル2F会議室

※詳細は後日ホームページに公開いたします。

当財団では毎年、その時代にあったテーマを選び、当財団が蓄積してきた知見やノウハウを活かし、その
テーマに貢献されている研究者や技術者、その実践に携わる政策担当者や実務者担当者等による公開研究会
を開催しております。

今年度は「河川の実力を読む技術〜河川の維持管理を原点からみつめる〜」を
テーマに各機関の方々に、3回にわたり講演をお願いします。

第1回 　7月29日（月）16:00 〜 18:00
第2回 　8月27日（火）16:00 〜 18:00
第3回 　9月27日（金）16:00 〜 18:00

会場は東京秋葉原を予定しております。お近くの方はぜひご参加ください。
詳細は財団HP（https://www.kasen.or.jp/Portals/0/pdf_kasen03/%EF%BC%B21_kasenseminar_intro.pdf）

をご確認ください。
※平成26年度からこれまでの河川研究セミナーの講演録は以下のページでご覧になれます。
https://www.kasen.or.jp/study/tabid325.html



河川塾の紹介

今後の財団が開催するイベント

アンケートのお願い

開催内容 （予定）

 公益財団法人河川財団では、 河川総合研究所所長　藤田光一によ

る標記を開講します。 専用テキスト 「現代河川工学－基本と展開－：

原論編」 （100 頁弱 ： 目次構成を別記） を用い、 その都度の題材も

交えて、 体系的講義 （討議を含む） を計 13 回行い、 受講生が次の

ような力を身につけることを目指します。

応募資格

定員

参加費

申込方法

〒103-0001

東京都中央区日本橋小伝馬町 11-9

住友生命日本橋小伝馬町ビル　2 階

TEL　03-5847-8304　FAX　03-5847-8310

河川塾事務局 担当 ⼭本・軍司  TEL   03-5847-8304

経歴

河川財団　研究発表会
７月５日 （金） 一橋大学一橋講堂

にて開催します。

詳細は、 こちらをご覧ください 

裏面の必要事項とこれまでの技術者としての経験と参加理由

を記入の上ＦＡＸいただくか、 標題を 「河川塾参加申込」

とした E-mail で送付ください。

７ 万円

１５ 名　

上記の趣旨に適い、 意欲のある技術者等　　※客観的証明は不要です。

講　　義 原則、 隔週 月 曜日 （年間活動計画参照）

17 ： 00 ～ 19 ： 30

場　　所

期　　間

公益財団法人 河川財団　会議室

５月～ 11 月までの６ヶ月間

河川塾は、 土木学会ＣＰＤ認定プログラムです。 （申請中）

1981 年  東京⼯業⼤学理⼯学部⼟⽊⼯学科卒
1983 年  東京⼯業⼤学院修⼠課程修了
   同年  建設省⼊省（⼟⽊研究所 河川部河川研究室 研究員）
1997 年  建設省 ⼟⽊研究所 河川部河川研究室 室⻑
2000 年  建設省 中部地⽅建設局 三重⼯事事務所 所⻑
2003 年  国⼟交通省 国⼟技術政策総合研究所
       河川環境研究室室⻑・環境研究官・流域管理研究官・
       河川研究部部⻑・研究総務官・所⻑などを経て
現在     公益財団法⼈河川財団 河川総合研究所 所⻑

※月曜日が祝日の場合は、 翌日火曜日に開催 （予定）

年間活動計画

５/17５/17
（金）（金）
必着必着

募集期限募集期限

塾生募集 !!塾生募集 !!

ＦＡＸ　03-5847-8310ＦＡＸ　03-5847-8310 E-mail　honbu@kasen.or.jpE-mail　honbu@kasen.or.jp

※定員を超えた場合には参加いただけないケースが

　 出てくることをご容赦願います。

※専用テキスト、 題材資料は含みます。

　 旅費 （含 ； 現地指導） は別途必要となります。

その他 各自 「水理公式集 2018 年版」 をご用意ください。

月 日 開催回 講義内容 （予定）
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第 1 回

第 2 回

第 3 回

第 4 回

第 5 回

第 6 回

第 7 回

第 8 回

第 9 回

第 10 回

第 11 回

第 12 回

第 13 回

趣旨・進め の説明、第 1 章 第 3 章

現地での指導

第７章、修了式

第４章、第５章

第６章（6.1  6.3）

第６章（6.4（1）前半）

第６章（6.4（1）後半）

第６章（6.4（2））

第６章（6.4（3））

第６章（6.4（4））

第６章（6.5）

第６章（6.6（1） （2））

第６章（6.6（3））

専用テキスト 「現代河川工学－基本と展開－： 原論編」

の目次は裏面をご覧ください。

河川塾河川塾
平成３１年度平成３１年度

－次を考える基盤としての河川工学を学ぶ－－次を考える基盤としての河川工学を学ぶ－

藤田 光一公益財団法人河川財団　河川総合研究所　所長

・河川⼯学の全体像がわかり、世の中のために河川⼯学を投⼊する道筋が⾒える。
・河川の仕事を組み⽴てる上での技術の拠りどころができる。
・河川と流域を良くするために様々な知恵や技術を糾合する中⼼軸を持てる。
・何をすべきかを⾃ら考える羅針盤として河川⼯学を使えるようになる。

健康診断ではわからない、からだの内側をチェックしませんか？

水辺で乾杯＠多摩川交流センター

参加
無料

お飲
物付

多摩川交流センター
TEL：044-555-4311( ゴルフ場受付共通 )
川崎市幸区古市場字上台耕地 1230-2

会場
問合せ

■協賛 アサヒ飲料販売株式会社、株式会社伊藤園

■主催

※ 参加者多数の場合、予定時間より早く受付を終了させていただく場合がございます。

健康管理に欠かすことのできない体組成や骨健康度を
パーソナルトレーナーが無料で測定します！
測定結果をもとに健康に関するカウンセリングも受けられます♪

多摩川交流センター会場

７ ７ 日令和元年   月   日
日時

10:00 ～ 13:00  事前申込不要
※

当日撮影した写真は「水辺で乾杯 2019」公式 HP や河川財団の HP 等に掲載させていただきます。

か だ 会定ら 測か だ 会定ら 測

体脂肪率や筋肉率を測定し現在のからだ

の状態を調べることで、今後の健康管理

に役立てていただけます。
※測定の際は裸足になっていただきます。
　6歳未満のお子さまは測定できません。

① 体組成
骨の健康状態をＡ～Ｅまでの 5段階で判

定します。測定した骨波形情報をもとに

した生活に関するコメント付です。

② 骨健康度

※成人の手首を基準とした機器のため、お子さまは
　　正しく測定できないことがあります。

体組成と骨健康度の測定結果をもとに、

屋上でパーソナルトレーナーによる

カウンセリングを受けられます。

③ カウンセリング
測定後、アンケートにご協力いただい
た方に冷たいお飲物をプレゼント !!
先着 50 名様は、かわさきリバーサイ
ドカフェオリジナル「たまがわ梅ぇ
サイダー」の試飲もできます★

★水辺で乾杯★

測定時間は、カウンセリングの時間を含めて 10 分程度です。

訃報
当財団で、平成 11 年から 20 年間にわたりご活躍いただきました、研究フェロー（元河川総合研究所所長）山本晃一様（73 歳）におかれま
しては、令和元年 6月 25 日にご逝去されました。謹んでご冥福をお祈りいたします。
これまでのご功績につきまして、次回の財団ニュースに掲載させていただく予定です。

News15 No.53

当財団では、 河道管理、 河川維持管理、 河川環境管理、 川づくりなどに
携わっている河川技術者等を対象に、 河川塾を開催しております。 今年から
新たに第2シリーズ「次を考える基盤としての河川工学を学ぶ」と題して、 河
川総合研究所所長藤田光一による体系的講義を計13回の予定で開催しており
ます。 今後開催状況のレポートをする予定です。

◇受講生に身に着けてもらいたい力
・�河川工学の全体像がわかり、世の中のために河川工学を投入する道筋が見える
・河川の仕事を組み立てるうえでの技術のよりどころができる
・�河川と流域をよくするための様々な知恵や技術を糾合する中心軸を持てる
・何をすべきか自ら考える羅針盤として河川工学を使えるようになる

今後開催される河川財団のイベントは次の通りです。詳細はホームページに掲載します。

7月7日 【水辺で乾杯＠多摩川交流センター】からだ測定会を開催します（7/7）
https://www.kasen.or.jp/news_park/itemid052-001218.html

7月22日
　〜 7月26日 【荒川・扇河川健康公園】夏休みジュニアゴルフ教室

7月29日 第1回　河川研究セミナー

8月6日

令和元年度�河川基金研究成果発表会
https://www.kasen.or.jp/kikin/info/itemid793-001207.html

8月27日 第2回　河川研究セミナー

8月28日 幸心パークゴルフ場3周年記念イベント（名古屋）

9月27日 第3回　河川研究セミナー

10月26日 秋季パークゴルフ大会・無料体験会（名古屋）

11月21日 第14回公益財団法人河川財団名古屋研究発表会（名古屋）

11月27日 河川財団研究発表会（大阪）

財団ニュースのより良い誌面と内容の充実のため、皆様のご感想とご意見をいただきたいと思いま
す。ぜひアンケートにお答えください。多くの皆様のご回答をお待ちしております。
ご回答は次のURLを入力するか、スマホの方はQRコードからアクセスしてください。9月30日までに
ご回答いただいた方の中から抽選で１０名様にアマゾンギフト券（500円分）を差し上げます。

URL：https://forms.gle/FR4MxdHSUzYJYutF7
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河川基金へのご寄付について

河川基金（平成28年度助成事業より、名称を「河

川整備基金」から「河川基金」に変更）は、民間の協

力を得て河川整備を緊急に推進するため、政府の閣議

了解に基づき昭和63年に設立されました。

河川基金では、その運用益をもちいて、河川に関す

る様々な調査・研究、市民団体等の川づくり団体が行

う河川への国民の理解を深める活動、学校教育の現場

において河川・流域を通じて環境・防災・歴史文化等

を学習する河川教育の支援をしてきています。今後も、

よりよい“川づくり”に役立つ様々な活動に支援を行う

ことにより、人々の河川への

理解が深まり、人と川の良好

な関係がさらに強いものとな

ることをめざします。

このような河川基金の趣旨

をご理解いただき、本基金の

さらなる造成のためにご協力

をお願い申し上げます。

河川財団は、内閣府（賞勲局）より「紺綬褒章」

の公益団体認定（褒章条例ニ関スル内規 第2条）を

受けました（平成29年6月28日付）。褒章の一つで

ある「紺綬褒章」は、公益のため私財を寄付した

方々（個人では500万円以上、法人では1,000万円

以上）を対象としています。

平成29年6月28日以降、河川財団へのご寄付（河

川基金への寄付または一般寄付）をいただいた方で

上記条件を満たす場合には「紺綬褒章」の授与申請

をいたします。

その他の当財団事業へのご寄付について

当財団の事業に必要な資金は、河川基金の運用

収入により実施している助成事業を除き、主に事

業収入により実施していますが、今後さらにこれ

らの活動を充実させていくためには、当財団の事

業にご理解とご賛同をいただいた方々からのご寄

付が貴重です。ご協力をお願い申し上げます。皆

様からいただく寄付金は、本財団の「寄付金取扱

い規程」に則り、有効に使用させていただきます。

寄付金の税法上の優遇措置について
当財団は、内閣総理大臣より「公益財団法人」としての

認定を受けております（認定日は平成25年3月21日、法人
登記日は同4月1日）ので、当財団への寄付金には上記の河
川基金への寄付金及び一般寄付金のいずれについても特定
公益増進法人としての税法上の優遇措置が適用され、所得
税（個人）・法人税（法人）の所得控除等が受けられます。

紺綬褒章とは（内閣府HPより）
公益のため私財を寄附した者を対象とする紺綬褒章は、

表彰されるべき事績の生じた都度、各府省等の推薦に基
づき審査をし、授与を行っていきます。

国、地方公共団体又は公益団体（公益を目的とし、法
人格を有し、公益の増進に著しく寄与する事業を行う団
体であって、当該団体に関係の深い府省等の申請に基づ
き賞勲局が認定した団体）に対する寄附が授与の対象と
なります。
※地方公共団体等への寄附について、寄附者が当該寄附
に対する返礼品（記念品の類いを除く）を受領した場合
は、紺綬褒章の対象となりません。

ご寄付のお願い

河川財団が「紺綬褒章」公益団体として、内閣府より認定

河川財団 検索

詳細は河川財団HPをご覧ください。

本部
総務部 TEL:03-5847-8301 FAX:03-5847-8308
経営企画部 TEL:03-5847-8302 FAX:03-5847-8308

基金事業部 TEL:03-5847-8303 FAX:03-5847-8309
子どもの水辺サポートセンター
 TEL:03-5847-8307 FAX:03-5847-8314
河川総合研究所（戦略的維持管理研究所）
 TEL:03-5847-8304 FAX:03-5847-8310
東京事務所 TEL:03-5847-8306 FAX:03-5847-8310

本部
〒 103-0001 東京都中央区日本橋小伝馬町 11-9 
 住友生命日本橋小伝馬町ビル（2F）
http://www.kasen.or.jp　　E-mail:info@kasen.or.jp

名古屋事務所
〒 463-0068 名古屋市守山区瀬古 3 丁目 710 番地
TEL:052-388-7891　FAX:052-388-7918
E-mail:info-n@nagoya.kasen.or.jp

近畿事務所
〒 540-6591 大阪市中央区大手前 1-7-31（OMM 13F）
TEL:06-6942-2310　FAX:06-6942-2118
E-mail:info-o@osaka.kasen.or.jp


